
第 9回名立区地域協議会 次第 

日時：令和 5年 2月 10日（金） 午後 6時 30分から 
                      場所：名立区総合事務所 2階 第 2会議室 

 

1 開 会 

 

 

 

2 報告事項 

  (1) 「名立保健センターの廃止について」の答申に対する回答について…資料 No.1 

 

 

  (2) 「新市建設計画の変更について」の答申に対する回答について  …資料 No.2 

 

 

  (3) 名立区公共交通懇話会の開催について             …別 冊 

 

 

 

3 協議事項 

  (1) ろばた館に関する協議の今後の進め方について         …資料 No.3 

 

 

 

4 その他事項 

 

 

 

5 閉 会 







令和４年度のろばた館の利用状況等について 

 

〇令和４年度の利用状況（令和 5年 1月末現在）                      （人数） 

 
利用者数 過年度比 

H30 R1 R2 R3 R4 R4/R1 R4/R3 

入  浴  9,004  9,022  6,188  7,674 6,641 73.8% 86.5% 

食堂のみ    469    562    334    502   367 78.3% 73.1% 

入館のみ    625    455    296    378   419 67.0% 110.8% 

1月末現在 10,098 10,039  6,818  8,554 7,427 73.5% 86.8% 

(参考)年度末 12,105 11,869  8,462  9,710 － － － 

 

〇利用者数と名立区の人口の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※人口は平成 7 年度の 3,743 人から減少が進み、令和 3 年度は 2,326 人まで減少。利用者は平成 8 年度の 44,955

人をピークに減少し、コロナ禍の影響で令和 2 年度は 8,462人と初めて 10,000 人を割った。令和 3年度は前年

度より増加し 9,710人となったが、令和 4年度は前年度を下回る見込み。 

 

〇令和４年度の修繕状況                                 （千円） 

 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4見込 

温浴設備 1,469   592   256   270   609   239   615 

空調設備     0   478 2,405   512 1,001     0    77 

そ の 他   113 1,070    38    99   49   284  718 

合  計 1,582 2,140 2,699   881 1,659   523 1,410 

※R4 年度の修繕内容 

温浴設備・・・ろ過装置塩素濃度センサー取替、ろ過装置塩素濃度測定器部品交換、送油ポンプ及び防油 

提修繕、風呂循環ポンプ修繕 

空調設備・・・冷温水発生機クーリングタワー水槽配管漏水修繕、機械室給湯戻し管入替 

そ の 他・・・ふれあいホール照明器具入替、非常用照明設備修繕、排煙窓修繕 

 

 

 

〇施設の収支状況                                    （千円） 

 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4見込 

① 収入 

（温浴・食堂・貸館等） 
5,089 5,236 5,565 5,445 4,229 4,668 3,366 

② 支出 

（維持管理費） 
22,541 23,602 25,963 22,068 21,346 22,789 24,621 

③ 公費投入額 

（②－①） 
17,452 18,366 20,398 16,623 17,117 18,121 21,255 

利用者一人当たり 

の公費投入額 
1,530円 1,628 1,685 1,401 2,023 1,866 2,472 

 ※維持管理費：消耗品費、燃料費、光熱水費、修繕料、賄材料費、電信電話料、施設管理委託料、借上料、集

落排水使用料、テレビ受信料などを含む。 

 ※原油価格の高騰により維持管理費が増高している。（予算比：燃料費＋355千円、電気料金＋786千円） 

 

〇食堂のメニュー価格改定について 

 ・物価高騰を反映し、1 メニュー当たり 40 円～70 円の増額を予定。（普通盛 40 円、大盛 50 円、焼きおにぎ

り 70円） 

 ・改定時期は令和 5 年 4 月 1 日からとし、2 月 22 日（水）からろばた館内で掲示するほか、3 月号の名立区

だより「しずく」（2月 25日発行）により区内の皆さんへ周知する予定。 

 
うどん、そば、ラーメン各種 冷やし中華 

焼きおにぎり 
普通盛 大盛 普通盛 大盛 

価格改定前 550 650 700 850 250 

価格改定後 590 700 740 900 320 

 

〇ろばた館の温浴及び食堂機能の廃止（または休止）時期（案）と地域振興策について 

・施設、設備の老朽化状況等を踏まえ、ろばた館の温浴と食堂の市営施設としての機能を令和 7年 3月 31日

を目途に廃止する方向で検討を進めることとしたい。それまでの間に休業を伴う大規模な修繕が必要にな

った場合は、その時点で廃止（または休止）とする。 

・ただし、地域振興策として厨房を使用することは可能。 

・令和 5年度、6年度 2か年で、ろばた館を活用する地域振興策を地域と協議、検討する。あわせて、令和 7

年 4月 1日以降の施設の管理運営方式の方向性を定める。 

 ・これまで市がろばた館で実施してきたもちつきやそば打ち体験などのイベントについては、今後の地域振

興策の一つとして地域と市が共同で実施していく方向で検討したい。 

・なお、名立区の農業の将来ビジョンの作成を進めており、その中においても生産振興をしていく作物とし

て、そばが検討されている。 

・令和 5 年度の地域独自予算を活用した事業としても、そば祭りを要求しているところであり、市としても

そばの生産振興は重要であると考えている。 

 

≪令和４年度のろばた館での実施イベント≫ ※市主催 

日  程 イベント名 内  容 

令和 5年 1月 22日(日) 新春もちつきと獅子舞の演舞 ついたもちの販売、獅子舞の披露 

令和 5年 2月 19日(日) 春のそば打ち体験 そば打ち体験後、そばの試食 
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平成 9年度オープン 

大潟町「人魚館」 

吉川町「ゆったりの郷」 

能生町「権現荘」別館 

平成 18年度オープン 

門前の湯 

令和 5 年 2 月 10 日 

名立区地域協議会資料 

農林水産部農村振興課 

 

資料 No.3 



令和 4年度第 1回名立区公共交通懇話会 次第 

日時：令和 5年 1月 13日（金） 午後 6時 30分から 
                      場所：名立区総合事務所 2階 第 2会議室 

 

1 開 会 

 

 

 

 

2 議 題 

  ⑴ 名立線の日祝日の運休について          …資料 No.1 

 

 

 

 

3 報告事項 

  ⑴ 市営バス（東飛山線）の利用状況等について    …資料 No.2 

 

 

 

  ⑵ 予約型コミュニティバスの運行状況等について   …資料 No.3 

 

 

 

 

4 その他 

 

 

 

 

5 閉 会 

別 冊 





名立線　乗降調査
調査日  令和4年１２月１８日（日） 調査日  令和４年１２月２５日（日）

始発時刻 始発時刻

停留所名 乗車 降車 乗車 降車 乗車 降車 停留所名 乗車 降車 乗車 降車 乗車 降車

労 災 病 院 前 労 災 病 院 前

直 江 津 駅 南 口 直 江 津 駅 南 口

ケ ア ハ ウ ス 至 徳 路 前 ケ ア ハ ウ ス 至 徳 路 前

東 雲 町 二 丁 目 西 東 雲 町 二 丁 目 西

御 館 橋 御 館 橋

直 江 津 シ ョ ッ ピ ン グ セ ン タ ー 前 1 直 江 津 シ ョ ッ ピ ン グ セ ン タ ー 前 1 3

五 智 二 丁 目 東 五 智 二 丁 目 東

五 智 二 丁 目 五 智 二 丁 目

五 智 国 分 寺 裏 門 五 智 国 分 寺 裏 門

居 多 ヶ 浜 居 多 ヶ 浜

五 智 老 人 ホ ー ム 前 五 智 老 人 ホ ー ム 前

郷 津 郷 津 1

虫 生 虫 生

谷 浜 東 谷 浜 東

谷 浜 中 央 谷 浜 中 央

谷 浜 駅 前 谷 浜 駅 前

谷 浜 西 谷 浜 西

長 浜 東 長 浜 東

長 浜 中 長 浜 中

長 浜 西 長 浜 西

新 有 間 川 新 有 間 川

有 間 川 駅 前 有 間 川 駅 前

丹 原 丹 原

鍋 ヶ 浦 鍋 ヶ 浦

吉 浦 入 口 吉 浦 入 口

茶 屋 ヶ 原 茶 屋 ヶ 原

乳 母 獄 神 社 前 乳 母 獄 神 社 前

名 立 車 庫 前 名 立 車 庫 前

泊 入 口 泊 入 口

中 才 中 才

う み て ら す 名 立 前 う み て ら す 名 立 前 1

コ ミ ュ ニ テ ィ プ ラ ザ 前 1 コ ミ ュ ニ テ ィ プ ラ ザ 前 1 1

計 0 0 0 0 1 1 計 0 0 1 1 3 3

調査日  令和4年１２月１８日（日） 調査日  令和４年１２月２５日（日）

始発時刻 始発時刻

停留所名 乗車 降車 乗車 降車 乗車 降車 停留所名 乗車 降車 乗車 降車 乗車 降車

コ ミ ュ ニ テ ィ プ ラ ザ 前 1 コ ミ ュ ニ テ ィ プ ラ ザ 前 2

う み て ら す 名 立 前 う み て ら す 名 立 前

中 才 中 才

泊 入 口 泊 入 口

名 立 車 庫 前 名 立 車 庫 前

乳 母 獄 神 社 前 乳 母 獄 神 社 前

茶 屋 ヶ 原 茶 屋 ヶ 原

吉 浦 入 口 吉 浦 入 口

鍋 ヶ 浦 鍋 ヶ 浦

丹 原 丹 原

有 間 川 駅 前 有 間 川 駅 前

新 有 間 川 新 有 間 川

長 浜 西 長 浜 西

長 浜 中 長 浜 中

長 浜 東 長 浜 東

谷 浜 西 谷 浜 西

谷 浜 駅 前 谷 浜 駅 前

谷 浜 中 央 谷 浜 中 央

谷 浜 東 谷 浜 東

虫 生 虫 生

郷 津 郷 津

五 智 老 人 ホ ー ム 前 五 智 老 人 ホ ー ム 前

居 多 ヶ 浜 居 多 ヶ 浜

五 智 国 分 寺 裏 門 1 五 智 国 分 寺 裏 門 1 1

五 智 二 丁 目 五 智 二 丁 目

五 智 二 丁 目 東 五 智 二 丁 目 東

直 江 津 シ ョ ッ ピ ン グ セ ン タ ー 前 直 江 津 シ ョ ッ ピ ン グ セ ン タ ー 前 1

御 館 橋 御 館 橋 1

東 雲 町 二 丁 目 西 東 雲 町 二 丁 目 西

ケ ア ハ ウ ス 至 徳 路 前 ケ ア ハ ウ ス 至 徳 路 前

直 江 津 駅 南 口 直 江 津 駅 南 口

労 災 病 院 前 労 災 病 院 前

計 0 0 1 1 0 0 計 0 0 2 2 1 1

14:50

8:40 12:45 17:04 8:40 12:45 17:04

7:56 9:25 14:50 7:56 9:25



名立線　乗降調査 名立線　乗降調査

調査日  令和４年１２月１７日（土） 調査日  令和４年１２月２４日（土）

始発時刻 始発時刻

停留所名 乗車 降車 乗車 降車 乗車 降車 停留所名 乗車 降車 乗車 降車 乗車 降車

労 災 病 院 前 労 災 病 院 前

直 江 津 駅 南 口 直 江 津 駅 南 口

ケ ア ハ ウ ス 至 徳 路 前 ケ ア ハ ウ ス 至 徳 路 前

東 雲 町 二 丁 目 西 東 雲 町 二 丁 目 西

御 館 橋 御 館 橋

直 江 津 シ ョ ッ ピ ン グ セ ン タ ー 前 2 4 直 江 津 シ ョ ッ ピ ン グ セ ン タ ー 前 1 3

五 智 二 丁 目 東 五 智 二 丁 目 東

五 智 二 丁 目 五 智 二 丁 目

五 智 国 分 寺 裏 門 1 五 智 国 分 寺 裏 門

居 多 ヶ 浜 居 多 ヶ 浜

五 智 老 人 ホ ー ム 前 五 智 老 人 ホ ー ム 前

郷 津 郷 津

虫 生 虫 生

谷 浜 東 谷 浜 東

谷 浜 中 央 谷 浜 中 央

谷 浜 駅 前 谷 浜 駅 前

谷 浜 西 谷 浜 西

長 浜 東 長 浜 東

長 浜 中 1 長 浜 中 1

長 浜 西 長 浜 西

新 有 間 川 新 有 間 川

有 間 川 駅 前 有 間 川 駅 前

丹 原 丹 原

鍋 ヶ 浦 鍋 ヶ 浦

吉 浦 入 口 吉 浦 入 口

茶 屋 ヶ 原 茶 屋 ヶ 原

乳 母 獄 神 社 前 乳 母 獄 神 社 前

名 立 車 庫 前 名 立 車 庫 前

泊 入 口 泊 入 口

中 才 中 才

う み て ら す 名 立 前 1 う み て ら す 名 立 前 1

コ ミ ュ ニ テ ィ プ ラ ザ 前 1 2 コ ミ ュ ニ テ ィ プ ラ ザ 前 1 1

計 0 0 2 2 4 4 計 0 0 1 1 3 3

名立線　乗降調査 名立線　乗降調査

調査日  令和４年１２月１７日（土） 調査日  令和４年１２月２４日（土）

始発時刻 始発時刻

停留所名 乗車 降車 乗車 降車 乗車 降車 停留所名 乗車 降車 乗車 降車 乗車 降車

コ ミ ュ ニ テ ィ プ ラ ザ 前 3 1 コ ミ ュ ニ テ ィ プ ラ ザ 前 2 1

う み て ら す 名 立 前 1 う み て ら す 名 立 前

中 才 中 才

泊 入 口 泊 入 口

名 立 車 庫 前 1 名 立 車 庫 前

乳 母 獄 神 社 前 乳 母 獄 神 社 前

茶 屋 ヶ 原 茶 屋 ヶ 原

吉 浦 入 口 吉 浦 入 口

鍋 ヶ 浦 鍋 ヶ 浦

丹 原 1 丹 原

有 間 川 駅 前 有 間 川 駅 前

新 有 間 川 新 有 間 川

長 浜 西 長 浜 西

長 浜 中 1 長 浜 中 1

長 浜 東 長 浜 東

谷 浜 西 谷 浜 西

谷 浜 駅 前 谷 浜 駅 前

谷 浜 中 央 谷 浜 中 央

谷 浜 東 谷 浜 東

虫 生 虫 生

郷 津 1 郷 津 1

五 智 老 人 ホ ー ム 前 五 智 老 人 ホ ー ム 前

居 多 ヶ 浜 居 多 ヶ 浜

五 智 国 分 寺 裏 門 1 五 智 国 分 寺 裏 門 1

五 智 二 丁 目 五 智 二 丁 目

五 智 二 丁 目 東 1 五 智 二 丁 目 東

直 江 津 シ ョ ッ ピ ン グ セ ン タ ー 前 4 直 江 津 シ ョ ッ ピ ン グ セ ン タ ー 前 2 1

御 館 橋 御 館 橋

東 雲 町 二 丁 目 西 東 雲 町 二 丁 目 西

ケ ア ハ ウ ス 至 徳 路 前 ケ ア ハ ウ ス 至 徳 路 前

直 江 津 駅 南 口 2 1 直 江 津 駅 南 口 1

労 災 病 院 前 労 災 病 院 前

計 7 7 1 1 1 1 計 3 3 2 2 0 0

14:50

8:40 12:45 17:04 8:40 12:45 17:04

7:56 9:25 14:50 7:56 9:25



市営バス（東飛山線）の利用状況等

○一般利用者数

○学生定期購入者数 

○サポーター乗車券購入者（世帯）数

○スクールバス利用者数（小中学生）

人数

6,024

6,240

5,766

5,245

5,619

4,600

4,800

5,000

5,200

5,400

5,600

5,800

6,000

6,200

6,400
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0 1 2 3 4 5 6

一般者利用者数（延べ人数）

令和元年度 令和2年度 令和3年度平成30年度平成29年度

1 1 1

0

1
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R2年度 R3年度 R4年度

学生定期購入者数

5 5

4

0

1

2

3

4

5

6

R2年度 R3年度 R4年度

サポーター乗車券購入世帯数

（人）

（人）

（世帯）

資料No.2



 

 

 

 

 

予約型コミュニティバスの実証運行について 

 

１ 要旨 

  中山間地域に暮らす高齢者の通院や買物、高校生の通学において、利用しやすい移動

手段を確保するため、令和4年10月から安塚区と牧区においてオンデマンド交通システム

を導入し、予約型コミュニティバスの実証運行を行うもの。 

＜オンデマンド交通システム＞ 

  利用者の電話やインターネットからの予約に応じて、経路設定から車両の配車、運行

指示等を自動的かつリアルタイムで効率的に行うシステム。 

  当市は、順風路㈱が提供する「コンビニクル」を採用（詳細は別紙1を参照） 

 

２ 運行実施の背景 

 ・人口減少や車社会の進展等によりバス利用者が減少している。 

 ・13区の拠点と市の中心地・駅を結ぶ幹線バスは、通勤通学の利用が多いため便数を多

く設けているが、13区の拠点と区内集落を結ぶ支線バスは、利用者の減少に伴い運行

内容が縮小傾向にある。 

 ・高校生の通学範囲の広域化や高齢化により公共交通の重要性が高まっている。 

 

３ 運行概要 

・決められた時刻表や経路はなく、利用者からの予約に基づき、区内の停留所間を自由

に運行する。 

  ※小中学生の通学利用がある時間帯は、定時定路線で運行する。 

※予約状況や鉄道・路線バスとの乗継を考慮して、運行時間が調整される場合がある。 

 ・高校生等の通学を考慮し、午前6時30分から午後7時30分まで運行する。 

 ・予約は乗車を希望する時間の1時間前までとし、電話での予約のほか、インターネット

から予約できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

支線バス 

乗換 

バス停 

支線バス 

支線バス 

現 行 

乗換 

バス停 

予約型コミュニティバス 

幹線バス 幹線バス 

運行エリア 

バス停 
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４ モデル地区での運行内容 

項目 安塚区 牧区 

運行 

運行区域 
安塚区全域及び虫川大杉駅 

（別紙2を参照） 

牧区全域 

（別紙3を参照） 

運行日 平日（祝日及び年末年始を除く） 

運行時間 午前6時30分～午後7時30分 
午前6時30分～午後7時30分 

小中学生の通学時間帯は定時便 

乗降場所 停留所 

運賃 200円（小児100円、未就学児無料、障害者割引あり） 

支払方法 現金、回数券、定期券 

予約 

予約方法 電話・インターネット 

受付日 電話は平日（祝日及び年末年始を除く）、インターネットは毎日 

受付時間 午前7時～午後7時 

受付期間 乗車を希望する日時の10日前～当日の1時間前 

キャンセル 乗車時間の1時間前まで 

上限数 1人当たり10件まで 

車両 
運行台数 最大2台 最大3台 

乗車定員 1台当たり最大9人 1台当たり最大12人 

運行 

実績 

利用者数 498人（12月末現在） 553人（12月末現在） 

1日平均 8.3人（R3年度：3.5人） 8.9人（R3年度：8.1人） 

 

５ 導入までのスケジュールと今後のスケジュール 

時期 内容 

令和4年4～5月 地域協議会、公共交通懇話会、町内会長連絡協議会で概要説明 

令和4年5～6月 地域説明、オンデマンド交通システム事業者の選定 

令和4年7月 公共交通懇話会、活性化協議会で運行内容を協議、決定 

令和4年8月～ 実証運行の周知、予約型コミュニティバスの予約・利用方法の説明 

令和4年9月 オンデマンド交通システムの試運転、最終調整 

令和4年10月～ 実証運行、利用状況の調査 

令和5年度 検証結果を第2次総合公共交通計画の後期再編計画に反映 

令和6年度 他地域への展開、利用状況を踏まえ改善 

 



 

 

利用者（WEB予約） 

オンデマンド交通システム「コンビニクル」の概要 

 

１ コンビニクルについて 

・東京大学と順風路㈱が共同で開発し、現在、全国65か所で稼働 

・短期の実験としてではなく、長く使われるシステムとして設計 

・多くの実績を基に、さまざまな運行形態に柔軟に対応できる機能を実装 

・運行する中でデータを蓄積し、常にニーズを把握することで、地域に合った最適な運 

行にカスタマイズすることが可能 

 

２ コンビニクルを活用した予約の流れ 

 

 

 

 

 

 

利用者（電話予約） 

運転士 

オペレーター 

 

システムサーバー 

 

①電話予約 

氏名や利用日時、
乗車場所と降車場
所を伝える 

②
検
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③
予
約
候
補

を
表
示 

④予約確定 

電話で聞き取った
内容をシステムに
入力して検索 

効率的な運行経路
を生成し、配車を
指示 

タブレットに表示
される運行指示に
従って運転 

❶
検
索 

❷
予
約
候
補 

 

を
表
示
、 

 

予
約
確
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⑤配車指示 

❸配車指示 

❹停留所へ 

❹
停
留
所
へ 

⑥
停
留
所
へ 

⑥
停
留
所
へ 

①氏名や連絡先を事前に登録 

②乗降場所を文字検索や地図検索、履歴から選択 
③利用日と乗車人数を入力 

④出発時間または到着時間を指定 

⑤検索して、予約候補を確認 
⑥予約候補日の中から選択し、予約確定 

別紙 1 



安塚区における予約型コミュニティバスの運行区域図

㊋㊌須川・伏野線

㊊朴の木線

Ａコープ

虫川大杉駅

うらがわら駅

郵便局

安
塚
区
総
合
事
務
所

安塚診療所

㊎船倉・行野線

㊍坊金・袖山線

・「朴の木線」、「須川・伏野線」、「坊金・

袖山線」、「船倉・行野線」を廃止し、

区内の停留所間を自由に運行する

予約型コミュニティバスを運行。

・区外への移動は、引き続き安塚線

やほくほく線に乗り継ぐ。

経路や便を設定せず、予約に

応じて区域（黄色エリア）内の

停留所間を自由に運行。

【新設】孝楽園

【新設】ゆきだるま温泉久比岐野

【新設】真荻平

【新設】細野２部

【新設】増田美容室

【新設】大原集会所

【新設】飯原歯科医院

【新設】細野３部

【新設】上船中

【新設】和田中

【新設】行野下村

【新設】伏野上

【新設】高徳寺下

【新設】坊金中

【新設】菅沼上

【新設】樽田川入口

別紙2

安塚線

【新設】樽田入口



牧区における予約型コミュニティバスの運行区域図

・「宇津俣線」、「高谷・平山線」、「坪山線」を

廃止し、区内の停留所間を自由に運行する

予約型コミュニティバスを運行。

・小中学校の通学利用がある時間は、

従来どおり3路線にわけて定時便を運行。

・区外への移動は、引き続き宮口線に乗り継ぐ。

坪山線

高谷・平山線

宇津俣線

経路や便を設定せず、予約に

応じて区域（黄色エリア）内の

停留所間を自由に運行。

【新設】川上笑学館

別紙3

【新設】原下

【新設】牧診療所

宮口線



令和4年度第1回名立区公共交通懇話会　出席者名簿

○懇話会委員

団体名 氏名 出欠

名立商工会 原田　秀樹 ○

宝田小学校ＰＴＡ 大門　丈夫 ○

名立中学校ＰＴＡ 矢沢　宏樹 ×

名立地区民生委員・児童委員協議会 畑　芳雄 ○

名立まちづくり協議会 池垣　美津子 ○

名立区老人クラブ連合会 室橋　勇吉 ×

名立区地域協議会 大門　廣文 ○

名立飲食店組合 松井　正 ○

名立区町内会長協議会 三浦　元二 ○

頸城自動車(株) 竹原　文憲 ○

頸城ハイヤー(株) 佐藤　秀利 ○

名立区総合事務所 桐木　茂 ○

10

○事務局、市担当課

所属・役職 氏名

交通政策課　副課長 木南　加奈子

交通政策課　主任 野沢　洋輔

名立区総合事務所　次長 山田　幸江

名立区総合事務所　班長 石﨑　順一

出席者　計


